























































































































































































　さて，2006年，この “person of the year” に選ばれたのは，大国の権力者や経済界のリーダーなどの一個人ではな
く “You（あなた）” でした。
　なお，この2006年は，インターネットにおける新しいサービスであるYouTubeや twitter，その他多くのSNSが誕
生・普
ふ
及
きゅう
し始めた年です。これをきっかけに，インターネットさえあれば世界中の誰もが情報を発信できるようにな
りました。
　以上をふまえて，『TIME』誌が “You” を選出した理由や意味，これに関わる他の例，そしてあなたの考えを400字
から600字でまとめなさい。
※マイクロソフト：アメリカに本社を置く，世界最大手のソフトウェア会社。Microsoft。
※ twitter：近
きん
況
きょう
や思ったことなどを自由に投
とう
稿
こう
できるサービス。
※YouTube：誰
だれ
でも動画を投稿できるサービス。
※SNS：ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。インターネット上で他者とつながることができるサービス。
2005年2004年 2006年
問題
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うか。
誌名や用語を知らなくても問われているこ
とはなんとなく分かる，そういう問題であ
る。いわば，知識の有無を問うているのでは
ない，ということである。
が，小学生が筋道だった文章にまとめると
なると至難の業だと思う。
と同時に，これを読んでいる方はこうした
問題はどのように採点しているのかと，知り
たくなるのではないだろうか。
こうした思考力型の問題では他校の場合も
そうだが，「ルーブリック評価」という評価
法が用いられる。例えばこの問題では，「知
識・理解」「思考・判断」「批判・創造」の３
つの縦軸について，S→A→B→Cの４段階
の横軸があり，どのマスに当てはまるか判断
するわけである。
例えば，「知識・理解」でS評価は「権力
者から匿名の誰かに発信者が推移した例を
YouTube以外にも知っている」，C評価は
「You（あなた）が不特定多数を示すというこ
とを理解できていない」といった基準を事前
に決めておくのである。
また，学校側は，「インターネットによる
情報発信」という観点を主題として読むこと
を想定しているが，これ以外に「平等性」
「リーダーシップ」「技術の進歩」などを主題
として論述している場合でもルーブリックの
軸に置き換えて採点するとしている。
ここまで取り上げたような問題になると，
机に座ってテキストをいくらこなしても無理
で，普段の生活の中で，考えるクセをつけ，
なおかつそれを相手に分かるように説明する
習慣をつけることが必要なことが分かる。受
験生活の送り方そのものが変化しだしている
と言っていいのではないだろうか。
従来型の４科入試の問題からも２つ紹介し
よう。まず慶應湘南藤沢の問題である。
「『じゃんけん』をしたことがない人に，２
人でじゃんけんをする時のやり方やルールを
説明する文章を，180字以内で書きなさい」。
次は今年（2018）の慶應普通部の問題。
「動物が次の①～④の地域ごとにまとめら
れている動物園があります。この園内で
（ア）～（ク）の動物を見ました。下の問い
に答えなさい。
① ヨーロッパ・アジア，② アフリカ，
③ 南北アメリカ，④ オーストラリア
（ア）キリン　（イ）シマウマ　（ウ）パン
ダ　（エ）ナマケモノ　（オ）コアラ　（カ）
タヌキ　（キ）アライグマ　（ク）ゴリラ
これに関連して８問あるが，そのうちの３
問を取り上げる。
問　①～④の地域に入る動物を（ア）～（ク）
からすべて選び，記号で答えなさい。
問　キリンの模様，パンダの模様を描きなさ
い
問　動物園にはいろいろな動物に親しんだ
り，癒されたりする以外にも重要な役割があ
ります。それは何か１つ答えなさい。
これまでは，大多数の問題は，学習してき
たことがどの程度身についているかを見るも
のであったが，これらは傾向が違う。初めて
見る問題，経験していない問題に対してどの
ように考え，どう表現できるかを見ている。
４科でも問題の傾向は変わりつつある。
「知識・技能」から「思考力・判断力・表
現力」へ，中学入試は一足早く動き出してい
るということだ。こうした変化は，大学入試
改革がもたらしたものではあるが，その奥に
は経済・社会のグローバル化があるのだか
ら，子どもたちの将来のためにも有効である
はずだ。
以上述べてきたように，中学入試は大学入
試を追い抜いて先への歩みを進めているので
ある。東京理科大学は藤嶋昭前学長を先頭に
高大接続を熱心に進めているが，ぜひ大学で
も入試の多様化を進め，多様な学力特性を持
った学生を入学させてほしい。それが大学の
活性化につながるはずである。
